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中城中の学校ホームページにはカラーでご覧になれます。 うら面につづく
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中 城 中
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↑高校入試について説明する
進路担当の仲地香織先生

↑５クラスを２つに分けて、生徒は参加せず保護者のみ、本校体育館で参加してもらいました
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１０月２２日、校内研修の一環として、中部徳洲会病院に勤める看護師長
の曽根史郎さんを講師としてお招きし地域連携室にて実施しました。いつ何時、校内等で
心拍が休止する事故が起こりうる可能性はあります。例えば、体育の授業での持久走や部

活動でボールが胸にあたったり、来
校者による突然倒れてしまったりす
るなど学校内でも発生する可能性は
ゼロではないのです。そのため、毎
年、先生方は１次救命救急について
学んでいます。今年は、コロナ感染
予防として全職員一斉で集まっての
対面式ではなく、地域連携室に、１
０名程度が参加し、その他の先生方
はその様子をビデオカメラの動画を
リモートで、普通教室の電子黒板に
映し出して研修に参加してもらいま
した。

曽根さんからは「生徒が心肺停止になってしまったら、慌てず大声で助けを呼び、救急
車を呼ぶ、ＡＥＤを持ってくることを支持し、すぐに胸骨圧
迫を始めるように」と動画を交えて説明してくれました。説
明のあと、ダミー人形を使って胸骨圧迫を音楽のリズムに合
わせて、毎分１００～１２０回の早さで胸骨圧迫の体験をし
ました。また、ＡＥＤの装着のしかたについては、装置に音
声による指示がでるので、手順よく操作できました。ＡＥＤ
の装置が学校のどこに配置されているか（本校は、職員室と
体育館の２カ所に設置）、日頃から確認しなければならないと
思いました。さらに、アレルギー症状によるアナフィラキシ
ーショックに対する処置についても分かりやすく説明しても
らいました。本校にもエピペンを所有する生徒がいますので、
先生方も確実に理解しておかなければならない内容でした。
エピペンの使用法についても練習用を使って、太ももに針を
打ち込む（針はナシ）体験をしました。次年度もいざという
時に、一刻を争う場面が来ても、１次救命処置が出来るよう
に先生方は学んでいきます。 ←
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↑曽根さんがエピペン練習用で、
右足の太ももに打ち付けているところ

↑先生方６人一斉に、リズムよく胸骨圧迫を体験しているところ


